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インド密教における五護陀羅尼と女尊






























3　 2種の『大寒林陀羅尼』と『大護明陀羅尼』の内容構成について［園田 2016］［園田 2018］でそれぞ
れ発表した。なお、大寒林陀羅尼が神格化の際に与えた影響に関しては［園田 2017］で取り上げた。
各掲載論文 PDFおよび［園田 2017］を英訳した内容（“The Mahāśītavatī-sādhana in the Sādhanamālā ［in 
English］”）を以下に公開している。URL：https://mejiro.academia.edu/SayakaSONODA
4　 初期密教時代は年代的に 3～7世紀中頃までと比較的間隔があるが、大塚氏はこれを 3つの期間に分















文写本 Ārya-mārīcī-nāma-dhāraṇī）8、および、SM No.142が校訂されている 9。後に［高橋 : 
2005］のアーナンダガルバ研究で No.142が和訳され、同時に、SMには含まれていない
チベット語訳のマーリーチー成就法 3種が指摘された。それらのうち 1種 10の前半部分は
SM No.138に相当しており、同論文で和訳されている。なお、近年［田村 : 2018］の研究
によって SM未収録のマーリーチ成就法である 6種のデルゲ版（北京版は 7種）の存在が
指摘された 11。［森 : 2001］では、インドの太陽神との関連性や、実際の作例にみられる特
色等が解説されている。Donaldson［2001a］［2001b］の研究ではインド・オリッサ州にお
ける実際の作例と観想法の図像的特色について比較考察され、［田中 : 2015: 125-126］で
は SM No.137の図像的特色について言及されている。






マーユーリーが単独あるいは五護陀羅尼の一尊として説かれる成就法（SM No. 197,  201, 
206, NPY No.18）と、マーリーチーの成就法（SM No. 132～147, NPY No.17）、そして、
ターラーの脇侍としてマハーマーユーリーとマーリーチーのうち一尊あるいは両尊が説か





であるという（図 2.参照 13）。［岩本 : 1984: 125］によると、マハーマーユーリーは毒蛇の
8　 ［足利 1960］
9　 SM No.142 Kalpokta-mārīcī-sādhanam
 足利氏によると、10Cの天息災訳『佛説大摩里支菩薩經』第 1巻の冒頭部分が京都大学所蔵梵文写本
の内容と共通し、SM No.142が同経典第 6～7巻に介在していることが指摘された。少なくとも 8C初
頭の不空訳に摩利支天成就法が説かれており、さらに 10C末の天息災の漢訳中にはすでに SM No.142
の内容が含まれていることから、11C後半～12Cにかけて成立した SMに収録されるまでに、数百年
にわたって伝わっていたことを物語っているという（足利 1961:3）。
10　 Mārīcīdevīsādhanam（D. No. 3661, P. No. 4484）
11　 田村氏によると、表題にマーリーチーの名称はないものの、帰敬偈や奥書に明記されているという。
その他、マーリーチーとルドラの関連性なども同論文で言及されている。
12　 （立川 2009: 130-132）












































No. 197, 201, 206, NPY No.18と、ターラーの脇侍として説かれる成就法 SM No. 89, 91, 104
を取り上げる。なお、No.197と 201は［園田 2019］、No.206は［園田 2015］において発
表したため、本論文では図像的特色を中心に述べる。




　そして、SM No.201, 206, NPY No.18のマハーマーユーリーは、五護陀羅尼マンダラを


















16　 ［Bhattacharya: 1968b: 234］
17　 ［森 : 2017: 80］の一覧表には「鉢の上に比丘」とある。
18　 ［森 : 2017: 80］の一覧表には「鈴の上に羯磨杵」とある。
19 ［森 : 2017: 80］の一覧表には「宝の幢幡」とある。
20 ［立川 : 2009: 133］の和訳には「器の中の比丘」とある。
21 ［立川 : 2009: 133］ の和訳には「膝の上に置かれて宝石をあふれさせた壺」とある。
22 ［立川 : 2004: 134-139］によると、ネパールにおける九曜は日曜、月曜、火曜、水曜、木曜、金曜、土
曜、ラーフ（日月食の神、または月が満ちることの神格化）、ケートゥ（隕石の神、または月が欠け
ることの神格化）によって構成され、天体グループの中で重要視されているという。
23 学名 :Saraca indica、 Linn. 科名 :Leguminosaeマメ科 和名 :ムユウジュ。小木で花弁はなく、蕚（うてな）
が花弁状で橙色、花糸は赤色であるという（和久博隆 2013『新装版仏教植物辞典』国書刊行会 p.1）。
24 sapta-viṣa詳細については不明。







　他方、脇侍としてのマハーマーユーリーは SM No. 91ヴァラダターラー成就法、No. 
104白ターラー成就法、そして No.116マハーシュリーターラー成就法にあらわれる（付
録 3.参照）。尊容について言及のない No. 89を除き、いずれも一面二臂の姿で表現されて
いる。体色は No.104の黒色を除き、黄色であることが共通している。持物はそれぞれ異
動があるが、孔雀の尾羽を持っていることが共通している。
　以上がマハーマーユーリーの図像的特色である（付録 1.参照）。体色は SM No.206およ
















26 ［森 : 2001: 85］［高橋 2001: 78］
27 ［塚本・松長・磯田 : 1989: 93］
 サンスクリット語の√ mar（輝く、閃く）を語源とし、風神 marutの名もこれと同じ語源であるとす
る説がある（足利 1960, 142）。また、マルトは太陽光線 raśmiと見なされているという（田村 : 2018: 
36-37）。
28 『リグ・ヴェーダ』に登場する弓矢を持つ暁の女神。マーリーチーは仏教の女尊の中でも最も早い時
期から弓矢を持物とする（森 : 2001: 89-90）。
29 ［森 : 2001: 86］
30 NPY No.17に三面六臂のマーリーチー・マンダラが説かれる。
31 東京国立博物館2015『特別展コルカタ・インド博物館所蔵インドの仏 仏教美術の源流』日本経済新聞社 . 
No. 55
32 ［森 : 2001: 86］




























33 SM Nos. 132-147
34 マーリーチーの族主には大日如来が設定されることが多い。観自在が阿弥陀如来の化仏を頭頂に飾る
ように、マーリーチーは大日如来と密接に関係しているという（森 : 2001: 87-88）。
35 （6C後半頃 , T21, No.1256）





37 ［10C, T21, No.1258］
38 ［塚本・松長・磯田編 : 1989: 93-95］
39 ［足利 : 1960］
40 李玉珉 2014「唐宋摩利支菩薩信仰與圖像考」『故宮学術季刊』第 31巻第四期 2014年夏号（筆者未見）
41 （T18, No. 901,653年）『陀羅尼集経』に収録されている初期密教経典の内容はかなり発展したものと
見られており、6C後半ごろから 7世紀初頭の成立と推測されている（鎌田茂雄、河村孝照他編 1998『大
蔵経全解説大事典』雄山閣 pp.266-268）























chiefly from Earlier Mahāyāna-sūtras. Bibliotheca buddhica 1. St. Pétersbourg: Commissionnaires de l’Académie 
Impériale des Sciences. p. 142




いう（塚本・松長・磯田編 : 1989: 67）
44 森雅秀 1989「『完成せるヨーガの環』（Nispannayogavali） 第 21章「法界語自在マンダラ」訳及びテキスト」
『国立民族学博物館研究報告　別冊 7』国立民族学博物館 pp.235-279
45 他の成就法に述べられるマーリーチーの特色については、「付録 2. SMにおけるマーリーチーの図像
































46 ［Bhattacharya: 1968a］No.134を底本とし、サンスクリット写本に東京大学所蔵写本（Matsunami: 
1965: No. 451）、および、京都大学所蔵写本（Goshima and Noguchi 1983, No.119）、チベット語訳に D 
No.3524を適宜参考にした。なお、見出しと各番号は筆者が作成したものである。







51 Skt. -ākāśe samākṛṣya bhagavatīm agrataḥ sthāpayet, Tib. bcom ldan ‘das ma gdan drangs te mdu na gyi nam 




























表すほか（SM No.132, 134, 135, 137, 138, 146）、髪や頭頂に飾られることもある（NPY No. 17）。
 そもそも、caitya「塔廟」と stūpa「仏塔」は別の構造物を示す。［渡辺 :2018:66-67］によると、『法華経』「法
師品」では、経典が読誦されたり書写される場所が「チャイティヤ」（caitya）であり、それは如来の
遺骨を安置する「ストゥーパ」（stūpa）と同じように尊崇されるべきである、と説かれている。




 また、マーリーチー成就法の他に、SM No.10の本尊であるヴァジュラダルマ（金剛法）も caityaの中







































は言及されていない。ここで SM Nos.132-143、 145-147および NPY No.17に説かれるマー
リーチーの成就法 16例について見てみると、アショーカ樹の芽は 16例全て、弓矢は 11








60 SM Nos. 134, 137, 142, 146, 132, 136, 138, 139, 140, 143, NPY No.17
61 SM Nos. 147, 134, 137, 142, 146, 132, 135, 145, NPY No.17










色 64、五面十臂は白色 65、六面十二臂・六面十六臂は赤色と明確に分かれている 66。その中で、
六面十二臂は「オーディヤーナ・マーリーチー」とよばれ、オリッサ地方で実際に作例が





















63 SM Nos. 134, 137, 142, 146, 132, 135, 136, 145
64 SM Nos.141, 147, 134, 137, 146, NPY No.17. なお、No. 133は体色について言及はないが、他の 1面 2臂
の体色と同様、黄色である可能性が高いと思われる。
65 SM Nos. 132, No.135
66 SM No.138, 139, 140, 143五面十臂の 1例（SM No. 136）と六面十二臂（SM No.145）。
67 ［Donaldson: 1995: 179-180］［森 : 2001: 293注 19］


































69　［森 : 2017: 4-5］
70 ［頼富・下泉 : 1994: 192-193］
71 ［Donaldson 2001b, Fig. 288］ 本図像の白ターラーの両脇にいる尊格は、アショーカカーンター・マーリー
チーとマハーマーユーリーが推定されている。
318	







（Nos.198, 201, 206, NPY No.18）
一面二臂 三面六臂









種字 緑のMĀM 黄色 緑
体色 緑 緑





臂 2臂 6臂 8臂 8臂





























（Nos.132-143, 145-147, NPY No.17）
316	
三面六臂








マーリーチー マーリーチー マーリーチー 黄マーリーチー マーリーチー マーリーチー
その他 四天女,ラーフ 四天女 四天女
種字 MĀM 黄色いMĀM字 黄色いMĀM字 MĀM字 MĀM字
体色 黄色 黄色 黄色 黄色 黄色 黄色 黄色
面の数 1面 3面 3面 3面 3面











臂 2臂 2臂 6臂 8臂 8臂 8臂 8臂
与願印 与願印 針 矢 金剛 針 金剛杵 金剛杵
糸 金剛杵 鉤 鉤 針 矢
針 矢 矢 鉤 鉤











糸 弓 弓 糸 弓
花が付いたア
ショーカ樹の蕾
糸 アショーカの芽 アショーカ アショーカの芽
















足 展左 展左 展左














（SM Nos.132-143, 145-147, NPY No.17）
六面十六臂
（1例）












種字 白いMĀM字 白いMĀM い赤字 MAM
体色 赤赤赤赤色赤赤白
面の数 5面 5面 6面 6面 6面 6面 6面 3面
眼 3眼 3眼 3眼 3眼 3眼
中央の面
の色
白 身体の色（白） 赤 赤 赤 赤 赤 白
青（黒） 黒 黒 青黒 青黒 白 青黒(kṛṣṇa) 猪面
猪・赤 赤い猪面 緑 黒緑 白 黒 黒緑(śyāma) 猪面
緑 緑 黄 黄色 緑 黄黒 黄
黄色 黄色 白 白 黄色 黒 白
偉大な黒い猪の一
面
黒い猪面 黒い豚面 猪面 猪面、青黒
臂 10臂 10臂 12臂 12臂 12臂 12臂 12臂
日輪 （青い）日輪 剣 剣 剣 剣 剣
アショーカの花の
良い花
金剛杵 金剛杵 ほこ 金剛杵 輪 二重金剛 金剛 タルジャニー




矢 矢 斧 矢 羂索
針 針 金剛 独鈷杵 斧 矢 金剛 大きいカパーラ




















アショーカの芽 アショーカの芽 カパーラ アショーカの芽 アショーカの芽 長柄
羂索、タルジャ
ニー
糸 梵天の首（頭） 梵天の首 アショーカの芽 弓 梵天の首 剣
）刀（リトルカ弓索羂首の天梵弓弓糸





































































体色 黄色 黄色 黄色 黒色 黄色
持物(右) 斧 杖 白い杖 杖 ※アショーカ ※与願印






付録 3． SM におけるターラーの脇侍としてのマハーマーユーリ、マーリーチの図像的特




リット写本に東京大学所蔵写本（Matsunami, Seiren 1965, No. 451、略号 T）、および、京都



















































74 Tib. gdan drangs, Skt. Omit.　　SM No.26に同様の表現がある（佐久間 : 2011: 337）
75 B -ākāśe samākṛṣya bhagavatīm agrataḥ sthāpayet, Tib. bcom ldan 'das ma gdan drangs te mdu na gyi nam mkha' 
la bzhugs su gsol te













を縫い合わせる懲罰者としてのイメージがあるといわれている（森 : 2001: 90）。




























































83 No.142に同様の表現があるが、具体的な対象は明らかではない。[足利 : 1961: 52]では 25文字
（pañncaviṃśatikam akṣaraṃ）について、同成就法に説かれている "sva bhā va śu ddhāḥ sa rva dha rmāḥ 
sva bhā va śu ddho 'ham"の 15文字を示している。一方で、[高橋 : 2005: 82注 8]にはヴァッターリー
（ヴァルターリー）の真言である "oṃ mā rī cyai va rttā li va dā li va ra li vā rā hā mu khi si ddhī mā ka rśa ya 
jaḥ svā hā"のうち、「jaḥ」までの 25文字であることが推察されている。
 なお、本論文で取り上げている No. 134[2.3.1]では、ヴァッターリーの真言として "oṃ mā rī cyai va rttā 





85 Bで yarttāliとあるが、前後の真言では varttāliとあることから、後者を採用した。



































87 sarvvasattvān m.pl.Ac.  No.142では sarvvasattvānāṃ m.pl.G. 「一切の有情たちを」




前提としているものと思われる。なお、アーナンダガルバ作Mārīcīdevīsādhanam（D. No. 3661, P. No. 
4484）はバッタチャリヤ校訂版 SMには含まれておらず、チベット大蔵経にのみ現在確認されている
という（高橋 : 2005: 66-67）。
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